
玄
沢
は
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
、
長
崎
遊
学
の
途
次
、
大
坂
の
兼
葭
堂
を
訪
れ
、
こ
こ
で
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
地
理
志
に
載
る
ウ
ニ
コ
ー
ル

（
一
角
）
の
該
当
訳
を
依
頼
さ
れ
た
。
こ
の
翻
訳
成
稿
は
、
玄
沢
が
長
崎
遊
学
を
終
え
て
江
戸
に
帰
っ
た
翌
六
年
に
江
戸
か
ら
兼
葭
堂
に
届
け
ら

れ
た
。
こ
の
際
、
玄
沢
の
旧
稿
『
西
産
緒
言
』
（
の
ち
小
石
元
俊
の
意
見
で
『
六
物
新
志
』
と
改
題
）
を
右
の
書
と
セ
ッ
ト
刊
行
す
る
約
束
が
で
き
、

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
、
四
二
歳
の
司
馬
江
漢
は
西
遊
し
て
長
崎
に
一
カ
月
余
り
滞
在
（
十
月
十
日
’
十
一
月
十
四
日
）
、
さ
ら
に
足
を
の
ば
し

い
き
づ
き

て
平
戸
か
ら
生
月
島
に
渡
り
、
捕
鯨
の
実
況
を
見
聞
し
た
。

こ
の
生
月
島
行
は
、
大
槻
玄
沢
（
茂
質
）
の
懲
憩
に
な
る
も
の
で
、
玄
沢
の
鯨
に
対
す
る
関
心
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
は
、
玄
沢
の
『
西

（
１
）

洋
鯨
品
鐸
説
附
言
』
（
文
化
五
年
稿
）
に
詳
し
い
。

こ
の
捕
鯨
を
は
じ
め
と
し
、
江
漢
が
滞
崎
中
に
描
い
た
吉
雄
耕
牛
像
に
つ
い
て
も
、
の
ち
に
玄
沢
が
か
か
わ
っ
て
く
る
。

で
あ
る
。

一
一

大
槻
玄
沢
が
鯨
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
坂
の
木
村
義
葭
堂
（
孔
恭
、
遜
斎
）
の
『
一
角
纂
考
』
に
関
与
し
た
の
が
き
っ
か
け

司
馬
江
漢
の
西
遊
を
め
ぐ
っ
て

繩
碑
率
桂
罹
韓
罹
癖
一
再
跨
麺
龍
昭
和
五
十
九
年
六
月
十
六
日
受
付

宗
田
一
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（
２
）

小
石
元
俊
の
校
訂
を
経
て
天
明
八
年
に
セ
ッ
ト
で
刊
行
さ
れ
、
の
ち
本
屋
ル
ー
ト
で
市
販
さ
れ
た
。

玄
沢
は
蒙
葭
堂
と
の
や
り
と
り
を
、
『
西
洋
鯨
品
鐸
説
附
言
』
で
も
簡
単
に
次
の
よ
う
に
ふ
れ
、
ま
た
小
石
元
俊
（
有
素
）
か
ら
平
戸
生
月
島

の
捕
鯨
家
・
益
冨
氏
の
捕
鯨
談
を
聞
き
、
一
目
見
た
い
も
の
だ
と
矢
も
盾
も
た
ま
ら
な
か
っ
た
が
機
会
が
な
く
、
後
年
司
馬
江
漢
の
西
遊
に
当

た
っ
て
生
月
島
行
を
慾
通
し
た
の
だ
っ
た
。

「
茂
質
壮
年
遠
西
一
角
魚
説
ヲ
鐸
シ
、
此
魚
（
私
注
・
海
獣
の
こ
と
）
鯨
魚
ノ
異
種
二
係
ル
事
ヲ
知
ル
。
往
年
西
遊
セ
シ
時
、
浪
速
ノ
装
葭
堂

ク
ル
ー
ソ
ラ
ソ
ド

主
人
ヲ
訪
上
、
談
次
『
一
ノ
事
一
一
及
ブ
。
主
人
家
蔵
ノ
臥
児
狼
徳
亜
国
志
ヲ
出
シ
示
シ
テ
、
其
一
角
図
説
ノ
課
ヲ
乞
う
。
他
日
詳
シ
テ
此
ヲ
贈

（
３
）

ル
、
一
角
纂
考
コ
レ
ナ
リ
。
当
時
主
人
、
本
邦
鯨
品
ヲ
論
ジ
、
紀
州
揖
取
某
鯨
志
ノ
撰
ア
レ
ド
モ
、
但
未
ダ
其
品
類
ヲ
尽
サ
ズ
云
灸
ノ
話
ア

コ
ク
ジ
ラ

リ
。
且
諸
州
捕
鯨
ノ
略
説
ヲ
聞
ケ
リ
。
此
二
因
テ
始
テ
其
概
ヲ
知
り
、
我
海
出
ス
所
ノ
子
久
治
良
ナ
ル
者
〈
一
角
魚
ノ
種
族
ナ
ル
ヵ
ト
云
事
ヲ

得
タ
リ
。
爾
後
諸
書
ヲ
孜
フ
ル
二
、
己
二
貝
原
翁
大
和
本
草
一
一
日
、
海
鮠
倭
名
イ
サ
ナ
ド
リ
古
歌
ニ
モ
ョ
メ
リ
。
昔
〈
ク
ジ
ラ
、
ヲ
、
モ
リ
、

ニ
テ
ッ
カ
ズ
、
弓
ニ
テ
射
ル
。
日
本
ニ
テ
ハ
海
絶
其
品
六
種
ア
リ
テ
、
其
中
大
小
ア
リ
。
慶
長
年
中
筑
紫
諸
浦
ノ
漁
人
初
テ
ホ
コ
ヲ
以
テ
ッ

ク
中
略
月
山
叢
談
二
捕
巨
鰍
法
ア
リ
、
本
法
等
二
詳
ナ
リ
云
々
。
此
等
ノ
類
亦
他
ノ
諸
書
ニ
モ
載
ル
モ
ノ
多
カ
ル
》
ヘ
シ
。

天
明
六
年
ノ
秋
、
京
医
小
石
有
素
（
私
注
・
元
俊
）
余
ガ
材
街
ノ
僑
居
二
寓
ス
。
有
素
嘗
テ
肥
前
平
戸
生
月
島
捕
鯨
家
益
冨
某
ナ
ル
者
ヨ
リ
診

治
ノ
乞
ヲ
得
、
其
郷
二
到
り
数
日
俺
留
シ
テ
其
鯨
漁
ヲ
縦
観
セ
ル
事
ヲ
語
ル
。
其
魚
形
態
ノ
出
群
偉
大
怪
異
ナ
ル
、
其
漁
事
ノ
極
メ
テ
盛
ナ
ル

数
百
ノ
漁
子
水
夫
及
大
小
数
舩
捕
具
調
度
尽
ク
完
備
シ
、
漁
法
ノ
熟
練
絶
技
実
一
二
壮
観
タ
リ
。
其
此
ヲ
網
シ
得
テ
後
ノ
功
裁
割
烹
ノ
手
煉
捷

法
ノ
如
キ
モ
、
其
功
妙
目
ヲ
驚
ス
’
一
堪
タ
リ
ト
云
。
・
余
コ
レ
ヲ
聞
テ
神
飛
ビ
心
馳
七
、
願
ク
。
二
目
撃
セ
ン
事
ヲ
欲
ス
レ
ド
モ
、
今
二
於
テ
ハ

絶
テ
其
地
ヲ
踏
ガ
タ
キ
事
ヲ
憾
ム
。
他
日
画
工
司
馬
氏
西
遊
ノ
挙
ア
リ
。
余
コ
レ
ヲ
悠
憩
シ
便
道
平
戸
一
一
過
り
其
漁
ヲ
一
覧
セ
ョ
ト
。
コ
ュ
ニ

（
４
）

於
テ
司
馬
氏
益
冨
力
宅
ヲ
訪
上
親
シ
ク
其
漁
猟
ヲ
見
テ
東
帰
シ
、
帰
後
其
紀
行
中
一
一
図
説
ヲ
ナ
セ
ル
モ
ノ
ァ
リ
・
」

こ
れ
に
は
、
さ
ら
に
玄
沢
の
後
日
謹
が
あ
り
、
江
戸
の
平
戸
藩
邸
で
藩
医
と
鯨
の
話
を
し
た
り
、
生
月
島
益
冨
氏
の
同
族
の
病
気
の
診
療
に

関
与
し
た
り
し
て
い
て
知
織
を
深
め
て
い
る
。
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一
‐
寛
政
丁
巳
（
私
注
・
九
年
、
一
七
九
七
）
ノ
夏
、
茂
質
平
戸
侯
ノ
請
二
応
ジ
、
其
本
邸
ノ
学
舎
二
往
来
シ
、
其
医
員
等
ノ
為
二
西
洋
内
景
医

籍
ヲ
講
会
ス
。
会
後
其
侍
医
芥
川
祥
甫
卜
鯨
話
一
一
及
ブ
事
数
次
、
彼
輩
其
聞
見
ス
ル
所
ヲ
以
テ
告
グ
。
故
一
二
二
紀
聞
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
。
又
其

（
５
）

後
庚
申
（
私
注
・
十
二
年
、
一
八
○
○
）
春
、
其
藩
士
山
縣
氏
二
之
助
其
公
事
ヲ
以
テ
江
戸
二
来
ル
（
生
月
島
益
冨
亦
左
衛
門
同
族
ナ
リ
）
一
宿
疾
ア

リ
、
其
夏
治
ヲ
余
一
一
託
ス
。
在
留
己
一
二
年
、
診
治
往
来
ノ
際
屡
々
、
捕
鯨
ノ
話
一
一
及
ビ
、
頗
ル
其
詳
ヲ
得
タ
リ
。
聞
一
一
随
テ
コ
レ
ヲ
手
録

シ
、
饗
ノ
芥
川
生
ノ
話
説
ト
相
併
セ
テ
ー
雑
記
ヲ
草
シ
、
姑
ク
名
ケ
テ
鯨
漁
叢
話
ト
題
セ
リ
。
：
：
：
」

「
十
三
日
。
時
雨
な
り
。
石
原
休
甫
、
外
に
一
人
、
幸
作
の
像
を
認
め
造
は
す
。
皆
皆
謝
銀
を
贈
る
。
」

こ
の
記
載
だ
と
、
吉
雄
耕
牛
像
は
三
点
描
い
て
い
る
ら
し
い
。
天
使
像
を
上
部
に
描
い
た
も
の
は
現
存
し
て
い
て
、
昭
和
三
三
年
十
一
月
十

六
日
の
東
京
古
典
会
の
目
録
恥
四
○
四
に
写
真
版
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

他
の
二
点
も
こ
の
図
柄
と
似
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
大
槻
玄
沢
が
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
よ
り
数
年
前
に
模
写
さ
せ
た
像
は
、
天
使

像
が
上
部
に
は
な
い
が
、
耕
牛
像
の
手
に
す
る
蘭
書
に
横
文
字
が
描
か
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
同
じ
姿
の
画
像
で
あ
る
。

玄
沢
は
こ
の
模
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
識
語
を
書
い
て
い
る
。

「
此
肖
像
は
翁
の
未
だ
勤
務
中
写
生
せ
し
真
容
と
見
え
た
り
。
或
人
の
蔵
せ
る
を
請
ひ
模
写
せ
し
め
て
常
に
展
覧
す
る
に
能
く
其
面
貌
容
儀

よ
う
に
あ
る
。

「
十
二
日
。
十

ン
ゲ
ル
（
私
注
・

贈
る
。
…
…
」

長
崎
滞
在
中
、
江
漢
は
吉
雄
耕
牛
（
幸
作
）
像
を
数
点
描
い
て
い
る
。
「
日
記
」
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
十
一
月
十
二
、
三
日
の
項
に
次
の

大
風
雨
。
此
地
の
時
雨
な
り
。
幸
作
の
像
を
草
草
た
る
墨
画
に
し
て
、
袴
羽
織
に
し
て
坐
し
、
手
に
藺
書
を
持
ち
、
上
に
「
エ

・
天
使
）
、
ル
ー
フ
（
私
注
・
角
笛
）
」
を
吹
き
居
る
図
な
り
。
是
れ
は
備
中
倉
舗
（
私
注
・
倉
敷
）
と
云
ふ
処
の
伯
駒
と
云
ふ
医
に
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こ
れ
と
同
じ
事
が
、
耕
牛
の
右
の
訂
正
に
も
つ
な
が
る
玄
沢
の
態
度
と
見
れ
ば
、
玄
沢
に
と
っ
て
恐
ら
く
耕
牛
の
原
序
文
を
改
正
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
耕
牛
の
文
意
を
よ
り
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
好
意
か
ら
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
耕

牛
の
画
像
を
模
写
さ
せ
て
ま
で
架
蔵
し
た
玄
沢
の
態
度
が
理
解
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
６
）

文
政
六
年
癸
未
初
夏
磐
水
老
人
大
槻
茂
質
時
年
六
十
七
」

こ
の
玄
沢
の
文
か
ら
ゑ
る
と
、
玄
沢
は
こ
の
原
画
が
江
漢
の
作
だ
っ
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
玄
沢
が
耕
牛
像
を
模
写
せ
し
め
右
の
識
文
を
書
い
て
い
る
こ
と
は
、
耕
牛
に
敬
意
を
払
っ
て
い
る
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
が
、
玄
沢

が
『
重
訂
解
体
新
書
』
の
刊
行
に
当
た
っ
て
、
『
解
体
新
書
』
の
耕
牛
の
序
文
を
訂
正
し
て
い
る
態
度
と
、
ど
う
関
連
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
７
）

耕
牛
の
訳
書
に
『
紅
毛
秘
事
記
』
が
あ
る
が
、
そ
の
文
意
が
不
明
の
と
こ
ろ
か
ら
、
玄
沢
が
『
和
蘭
水
薬
改
鐸
』
と
し
て
、
改
訳
し
て
い

る
。
こ
の
文
の
末
尾
に
、
「
本
書
不
分
明
ノ
事
多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
私
カ
ニ
改
詳
ヲ
ナ
ス
。
原
文
ト
参
考
シ
テ
可
ナ
リ
。
崎
人
ノ
謹
文
多
ク
ハ
此

（
９
）

例
一
一
テ
毎
一
ヨ
ミ
ガ
タ
ク
解
シ
ガ
タ
キ
モ
ノ
多
シ
。
故
一
一
強
テ
推
シ
鐸
シ
改
メ
書
シ
テ
以
テ
問
一
一
応
ズ
」
と
あ
り
、
門
人
ら
の
質
問
に
応
え
て

改
訳
し
た
も
の
ら
し
い
。

を
模
し
得
た
り
。
此
図
に
対
す
れ
ば
今
又
髻
案
し
て
新
に
其
教
を
受
く
る
が
如
し
。
当
時
都
下
に
て
翁
に
交
接
せ
し
人
は
先
師
を
初
め
ま
ゐ
ら

せ
皆
既
に
泉
路
に
趣
き
即
今
こ
れ
を
鯉
定
す
る
者
は
茂
質
が
輩
の
象
な
る
べ
し
。
又
幸
に
今
年
春
三
月
其
襲
業
の
嗣
子
権
之
助
永
保
（
号
如
淵
）

和
蘭
貢
進
の
料
を
資
し
来
り
て
面
会
す
。
即
こ
の
図
を
出
し
て
示
せ
し
に
善
く
其
真
を
写
せ
り
と
云
ひ
き
。
如
淵
は
翁
の
季
子
に
し
て
其
齢
六

十
二
歳
挙
ぐ
る
所
な
り
と
、
故
に
幼
名
を
六
二
郎
と
呼
び
た
り
。
其
職
業
を
継
ぎ
厚
く
西
学
に
長
じ
当
時
博
洽
明
達
一
人
な
り
と
世
に
賞
譽
す

る
所
な
り
。
能
く
家
声
を
振
ふ
と
云
ふ
く
し
。
鳴
呼
数
年
に
し
て
翁
の
肖
像
を
見
そ
の
年
又
其
息
男
如
淵
が
こ
入
に
来
り
会
す
る
こ
と
奇
縁
と

る
所
な
り
。
生

や
云
ふ
く
し
。

四

（
マ
マ
）

江
漢
の
前
記
「
日
記
」
に
は
、
十
二
日
に
「
張
仲
圭
の
像
を
認
め
、
由
良
泰
伯
と
云
ふ
医
に
遣
は
す
。
讃
州
の
人
に
し
て
長
崎
に
住
す
・
・
：
」
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と
あ
り
、
張
仲
景
の
画
像
を
描
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
横
書
）

こ
の
画
像
が
現
存
し
て
い
る
か
否
か
未
詳
で
あ
る
が
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
、
「
司
馬
峻
描
嶌
切
展
○
○
百
口
」
の
落
款
が
あ
っ
て
清
人
・

俔
景
苑
（
天
卿
）
が
賛
し
た
絹
本
着
色
の
張
仲
景
画
像
が
あ
る
。

（
９
）

洋
風
画
で
は
な
い
こ
の
画
像
の
出
来
は
悪
く
は
な
い
が
、
江
漢
が
同
じ
長
崎
滞
在
中
に
描
い
た
と
見
ら
れ
る
関
羽
像
の
精
級
な
描
写
と
は
く

ら
る
ぶ
く
も
な
い
。
こ
の
方
は
落
款
に
「
東
都
江
漢
司
馬
峻
拝
手
敬
画
」
と
あ
っ
て
、
横
文
字
の
サ
イ
ン
な
ど
勿
論
な
い
。
恐
ら
く
、
こ
の
張

仲
景
像
は
、
右
の
事
情
通
が
江
漢
の
落
款
を
加
え
た
偽
款
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

今
汪
）

（
１
）
大
槻
玄
沢
『
蘭
腕
摘
芳
』
（
稿
、
未
刊
）
二
編
巻
之
八
所
収
。
文
化
戊
辰
（
五
年
、
一
八
○
八
）
秋
八
月
磐
水
老
夫
述
〕

な
お
、
吉
田
忠
氏
は
、
国
会
図
書
館
・
伊
藤
文
庫
の
『
西
洋
鯨
品
訳
説
附
言
』
に
よ
っ
て
、
既
に
こ
の
事
を
指
摘
し
て
い
る
（
吉
田
忠
「
大
槻
玄
沢
、

玄
幹
父
子
の
西
遊
と
志
筑
忠
雄
」
、
「
長
崎
談
叢
」
第
五
十
九
輯
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
）
。

（
２
）
詳
し
く
は
、
『
江
戸
科
学
古
典
叢
書
記
」
「
六
物
新
志
・
稿
／
一
角
纂
考
・
稿
」
（
恒
和
出
版
、
昭
和
五
十
五
年
刊
）
の
拙
稿
解
説
参
照
．

な
お
、
右
の
拙
稿
で
は
、
長
崎
遊
学
か
ら
江
戸
に
帰
っ
た
天
明
六
年
の
時
点
で
の
玄
沢
の
堂
号
は
「
幽
蘭
堂
」
で
、
間
も
な
く
「
芝
間
堂
」
に
変
え
ら

れ
た
こ
と
を
、
右
の
稿
本
の
記
載
に
よ
っ
て
指
摘
し
て
お
い
た
。
た
だ
し
、
右
拙
稿
中
の
玄
沢
の
小
伝
で
、
建
部
亮
作
と
と
も
に
杉
田
玄
白
門
に
入
っ
た

と
誤
記
し
た
の
で
、
拙
稿
「
日
本
の
医
療
文
化
史
」
（
調
）
、
ノ
イ
エ
・
イ
ン
フ
ォ
ー
ヱ
九
八
一
年
十
一
月
号
で
訂
正
し
て
お
い
た
。
玄
沢
の
玄
白
入
門

は
亮
作
よ
り
後
の
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
で
あ
る
。

（
３
）
紀
州
和
歌
山
の
梶
取
治
右
衛
門
『
鯨
志
』
一
巻
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
○
）
刊
。
本
邦
最
初
の
刊
行
鯨
書
。

（
４
）
司
馬
江
漢
『
西
遊
旅
謹
』
（
寛
政
六
年
、
一
七
九
四
刊
）

な
お
、
江
漢
に
は
「
捕
鯨
図
巻
」
（
紙
本
淡
彩
）
、
「
捕
鯨
図
」
（
絹
本
油
彩
）
の
作
品
が
あ
り
、
両
者
と
も
（
天
明
八
年
）
十
二
月
十
五
日
の
捕
鯨
の
景

を
描
い
た
と
記
す
が
、
『
江
漢
西
遊
日
記
』
で
は
十
六
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
方
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
。

ち
な
ゑ
に
、
江
漢
の
銅
版
筆
彩
『
地
球
全
図
』
西
半
球
図
上
部
中
央
に
ウ
｜
ヨ
ー
ル
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
図
と
『
芝
蘭
堂
新
元
会
図
』
の
床
間
に

掛
け
て
い
る
ウ
’
一
コ
ー
ル
の
画
幅
の
相
似
か
ら
、
右
の
画
も
玄
沢
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
玄
沢
が
こ
の
会
を
開
催
し
た
の
は
、
長
崎
で
の
吉

雄
耕
牛
宅
の
「
オ
ラ
ン
ダ
正
月
」
の
賀
宴
出
席
経
験
か
ら
、
そ
れ
を
真
似
た
も
の
で
あ
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
寛
政
六
年
十
一
月
十
一
日
（
一
七
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（
７
）
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
が
教
え
た
ワ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
水
銀
水
を
主
体
と
し
た
駆
悔
薬
の
訳
書
〕
架
蔵
本
は
桂
川
甫
周
門
の
時
岡
周
伯
自
筆
本
（
拙
稿

「
日
本
の
医
療
文
化
史
」
（
調
）
、
メ
イ
エ
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
一
九
八
一
年
十
二
月
号
、
図
２
参
照
）
。

（
８
）
大
槻
玄
沢
『
蘭
腕
摘
芳
』
（
稿
、
未
刊
）
初
編
巻
之
八
所
収
。

（
９
）
関
羽
像
（
絹
本
着
色
、
長
崎
・
長
照
寺
蔵
）
。

（
５
）
こ
の
山
縣
氏
を
『
江
漢
西
遊
日
記
』
に
出
て
く
る
山
形
（
縣
）
六
良
か
も
知
れ
な
い
と
、
吉
田
氏
は
前
掲
書
で
推
定
し
て
い
る
。

な
お
、
玄
沢
は
そ
の
子
・
玄
幹
（
茂
禎
）
の
西
遊
に
際
し
、
玄
幹
に
生
月
島
行
を
命
じ
捕
鯨
を
実
見
し
そ
の
記
録
を
送
れ
と
依
頼
し
て
い
る
事
な
ど
に

つ
い
て
も
、
吉
田
氏
前
掲
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
こ
の
画
像
と
玄
沢
の
識
文
の
紹
介
は
、
大
槻
如
電
（
修
二
）
が
「
中
外
医
事
新
報
」
第
三
百
七
十
九
号
（
明
治
二
十
九
年
一
月
五
日
号
）
四
二
’
四
・
ヘ

ー
ジ
に
行
っ
て
い
て
、
こ
の
模
写
さ
れ
た
画
像
は
大
槻
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
現
在
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
で
、
同
館
『
洋
学
資
料
図
録
』
（
昭
和
四

〆
○
冨
昌
ｍ
ぽ
ず
四
（
ご
亀
ｌ
届
扇
）
三
島
Ｏ
乏
閉
○
目
①
島
ず
ロ
ロ
号
厨
昌
ミ
⑦
牌
①
尾
口
巽
逢
①
骨
四
乏
昌
頤
旨
］
四
℃
四
目
司
四
ぐ
筐
＆

５
ｚ
抄
頤
閉
酌
医
閏
己
丘
①
四
ａ
四
一
〕
○
昌
号
①
。
騨
冒
一
月
⑦
ｇ
四
一
島
国
庁
）
二
烏
弓
号
葛
農
員
昌
今
⑦
。
昌
弓
⑦
【
●
①
８
目
白
①
【
己
画
昇
）
冒

昌
の
⑦
員
臼
云
屋
○
一
呂
底
》
画
勧
昌
○
量
、
呂
○
言
【
ご
呈
己
員
。
写
伊
①
胃
冒
目
覗
国
鳥
馬
８
目
目
①
貝
首
（
ざ
ご
芝
尉
目
四
号
言
８
三
ｍ
①

十
三
年
）
に
写
真
が
あ
る
。

九
八
二
年
一
月
号
参
照
）
．

九
五
一
月
一
日
）
を
第
一
回
と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
年
春
に
玄
沢
が
オ
ラ
ン
ダ
人
と
最
初
の
公
式
対
談
経
験
を
も
っ
た
感
激
と
、
蘭
学
の
前
途
に
対
す
る

輝
か
し
い
途
の
開
か
れ
た
こ
と
へ
の
玄
沢
の
意
識
の
表
明
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
「
日
本
の
医
療
文
化
史
」
（
訂
）
、
ノ
イ
エ
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ー

○
ご
号
①
寓
言
８
ｚ
四
ｍ
四
囲
園
ず
く
尻
○
穴
閏
〕
聖
壁
国

心

ず
〉
『

国
昌
日
の
、
○
ロ
ン
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夛 『 ⑦ 鷲 の 国 〕 ユ 尾 昌 ぬ い ）

ロ 冒 冒 、 冨 砂

尻 品 琶 胃 屋 ○ 吻 冨 ○

胃 旬 叩 で ① ○ 一 ．

の 印 冒 国 盲 再 ○ 尉 冒 ぽ ず ⑦ 、 画 員 〕 ⑦ 日 蔚 月 、 （ 貝 一 言 夛 寄 里 ① 唾 夛 》 三 一 ⑦ ｍ Ｅ Ｑ 琶 冒 、 《 《 巨 昌 の ○ 国 ］ 》 》 ｓ ｏ 旨 冒 ｇ ご 胃 ミ ゴ 巳 芦 ・ の

。

豊 里 旨 ｚ 秒 鴨 圏 江 尻 ○ 百 自 己 閏 昌 ８ ℃ ○ 員 圖 晨 昌 目 四 国 く 』 昌 閏 胃 輿 ⑦ 易 ． ○ 国 ① 具 骨 胃 吻 ① 芝 閉

（ 弓 隠 １ 届 ｇ ） 秒 昌 〔 一 色 の ｏ も 冠 昌 巨 吻 で ○ 罠 圖 罠 乏 尉 画 ８ 日 門 ８ ９ 、 ① 国 晨 鳥 巨 ○ 扇 匡 痙 ○ 昌 旦 “ 互 い

（
7
1
）

4
3
1


